
戦後80周年記念講演会①

日本聖公会大阪教区宣教局主催

2025年10月25日 大阪聖ヨハネ教会にて

司祭 井田 泉

チャンジュンサン

張準相司祭・聖ガブリエル教会
と大阪教区
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全国研修会

在日韓国朝鮮人と日本人が共
に生きる社会を目指して

出会い in 生野

主催・大阪教区宣教部

参加者約50名  1989.9.22～24
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張聖子さんの
身世打令から

（張準相先生の長女）

「私の父 張本栄は10歳で自分の

国を失い、私は10歳の時に教会

を失った。1941年（昭和16年）

12月、戦争が始まった時のこと

です。」 1989年9月22日
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韓国併合ノ件（韓国併合二関スル詔書）



張準相（チャン ジュンサン）師

誕生とその時代

1900年 朝鮮忠清南道公州に生まれる

（右の地図赤印）

1904～1905年 日露戦争

1905年 日韓保護条約(第2次日韓協約)

日本は韓国から外交権を奪い、

独立国としての主権を奪った

1910年 韓国併合

 日本による植民地支配（～1945）
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かつての一聖公会信徒の朝鮮観

「釜山通信」『基督教週報』１９０７（明治４０）年３月２２日号

「……韓国人の蒙昧なる故なきにあらず候、之れ等は惟り韓国のために

憂ふべきのみならず、我仝胞は昨年十二月末の調査に於て八万人の移住者

あり、隅ずみ隈々まで行き渡りて無教育なる韓人と雑居せる、彼等の子弟

は釜山、京城、仁川其他の教会にありてこそ教育の機関も備はれ、田舎に

入り込めるものゝ子弟に至りては終日空しく紙鳶を挙げたり、其他の韓人

児童と仝一に青鼻を垂れて飛び廻りて過ごすのみにて、韓人ならぬ韓人が

漸く出来つてある次第に御座候、韓国経営の為め、若しくは国力発展の為

めに犠牲となれる彼等子弟は、誠に気の毒千万に御座候（伊木氏報）」
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三・一独立運動 1919.3.1～

1910以来の日本の植民地支配に対し、
1919年3月1日大規模な独立運動が起こっ
た。

非暴力の独立示威に対し朝鮮総督府は武
力による弾圧をおこなった。朴殷植『韓
国独立運動之血史』によれば死者は7000
人を超える。

キリスト教の参加が多く、数十の教会が
官憲の焼き打ち等にあったと言われる。
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張青年、独立運動への参加 1919

1916年 メソジスト教会(監理教)で受洗

1917年？ 単身渡日、吉村大次郎司祭と出会う／郡山中学校(奈良)に入学

1918年 立教大学文学部予科に入学

1919年 独立運動参加のため朝鮮に戻る

 独立宣言ビラを配布中に拘束され
6ヵ月間懲役に服する

1920年 立教大学に復学

1923年 大阪聖パウロ教会でタッカー監督から
   堅信を受ける(推薦者･吉村大次郎長老) 教名ヨハネ
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関東大震災（1923.9）

芋畑に逃げ込む朝鮮人
（当時本横小4年・山崎巌/高麗博物館HPから）

今から102年前の9月1日

約10万人の犠牲者

根拠のないうわさ
官憲の荷担

→ 朝鮮人虐殺
6000人？
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1923年4月 張準相氏、堅信（大阪聖パウロ教会にて）

 9月 関東大震災を経験（立教大学学生時代）

朝鮮人大虐殺の恐怖の中を東京脱出

奈良基督教会に吉村大次郎司祭を頼る

吉村司祭

「もし、あなたをだれかが殺しにきたら、
『この日本刀でまずわたしを殺してからにしろ』
と言ってやる」

吉村司祭をとおして張準相青年はキリストの愛を知る。

これを、苦難の中にある同胞に伝えたいと願い

伝道者として献身

→ 福岡神学校へ

当時の奈良基督教会礼拝堂
（東向南町）

張準相と大震災
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張準相氏

奈良基督教会教籍簿

姓名の左に「改 張本栄」

右上に「転出」の印



1926年 福岡神学校を卒業後、堺聖テモテ教会に赴任

 細工谷朝鮮人教会を始める

（聖ガブリエル教会の前身）

聖ヨハネ学園敷地内

1932年 桃谷講義所を開設

張師の活動
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聖公会桃谷講義所（勝山伝道所） 1932年
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大阪朝鮮ミッション桃谷講義所献堂式 1933.1.22
『基督教週報』1933（昭和8）年2月24日号

「……深田横田松本柳原諸長老

張本伝道師チヤンセルに入り

聖歌一四一番（内鮮両語）一同

聖書朗読王上八〇（内鮮両語）

張本準相

……朝鮮聖公会主教セシル師祝電

披露あり、後張本氏流暢なる日本

語を以て答辞を述べ、

※聖書はソロモンによる神殿奉献

の箇所が朗読されたと思われる。
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1931年 満州事変

1935年 朝鮮のキリスト

学校に対し神社参拝強要

（→崇実学校等廃校へ）

1937年 日中戦争始まる

1938年 張師、執事按手

右『基督教週報』1938.2.20

日本の戦争体制と植民地支配
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長期建設精神作興 大阪教区特別祈願式 1939.2.11

『基督教週報』1939(昭和14)年2月24日号

……定刻に至るや、赤心と協和

の象徴たる日の丸の国旗を奉持

せる横田伝道師を先頭に、張執

事の十字架、……厳かに入堂せ

り。……全員規律して、皇城遥

拝をなし、遥かに皇軍将士日夜

の労苦に満腔の感謝を献げ、併

て皇運の長久を祈り奉った後、

君が代二唱を斉唱し、……

※同じ日、東京教区では「紀元

節大礼拝」が行われた。
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日本聖公会「紀元節祈祷」

天地の主なる神よ。主は往古より萬國を治召(しろしめ)し、

その盛衰をつかさどり、稜威(みいつ)と栄光とを顕し給へり。

殊に我國を恵み、建國の偉業を成就せしめ、今日に到らせ給

へることを感謝し奉る。今、この佳節に方(あた)り、皇祖皇

宗の威徳を懐ひ、宝祚の長久・國運の隆昌を祈り奉る。願く

は國民挙(こぞ)りて責任の重きを感じ、祖先の忠誠を顧み、

献身犠牲の精神に活き、只管(ひたすら)國威の発揚と共に、

全世界の平和と・萬民の幸福に盡すことを得させ給へ。讃め

稱ふべき救主イエス・キリストの御名に頼りて献げ奉る。

アァメン 19



1939年 「創氏改名」で

「張本榮（チャン ボニョン）」

日本名では「ハリモト サカエ」と

なる

右は『基督教週報』

1939年10月20日号の「消息」欄
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1941年12月8日 張師、特高により逮捕、生野警察署に連行される

同じ日

昭和天皇による

「太平洋戦争開戦の詔勅

（米英両国ニ対スル宣戦ノ詔書）」

昭和16(1941)年12月8日

天佑ヲ保有シ萬世一系ノ皇祚ヲ踐メル

大日本帝國天皇ハ昭ニ忠誠勇武ナル汝

有衆ニ示ス

朕茲ニ米國及英國ニ對シテ戰ヲ宣ス朕カ

陸海將兵ハ全力ヲ奮テ交戰ニ從事シ朕カ

百僚有司ハ勵精職務ヲ奉行シ朕カ衆庶ハ

各々其ノ本分ヲ盡シ億兆一心國家ノ總力

ヲ擧ケテ征戰ノ目的ヲ逹成スルニ遺算

ナカラムコトヲ期セヨ

1941年12月9日の朝日新聞1面 21



張師、100日に及ぶ拘留と拷問

「 4ヶ月後、ようやく甥の権寧珠が海軍の一等無線士として付き添い、

面会が許された。張牧師は、連行されたときのままの丹前姿で、下着

のひざとひじが擦り切れ、ホホは紫に腫れあがり、頭髪は真中がむし

られ、血穴の跡がたくさん残っていたという。 後日、彼の語るところ

では、手を首の後ろに回して組んだままの姿勢で正座をさせられたま

ま、たたかれたり、取り調べを受け、『天照大神とキリストの神はど

ちらが偉いのか』 と詰問されたという。取り調べに疲れた警官たちは、

碁をうって休憩をしたが、張牧師は同じ正座の姿勢のままでいること

を強制され大変な痛みと屈従を強制された。 」

──宮嶋眞司祭「張準相牧師逮捕」から
(『日本聖公会宣教協働20周年大会 歴史資料集』2004.10.18 所収）
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河蓮實さん（張夫人）は名出主教宅に駆けつけて「何とかしてください」とお願

いをした。「そのときの主教さんの態度は、そっけないものだった」。

日本聖公会統理 名出保太郎監督による「訓示」 12月16日

「昭和16年12月8日、大東亜戦争の勃発に対して、畏くも宣戦の大詔渙発せらる。

我ら恭しく之を捧読して恐懼感激、措く能はざるものあり、茲に一億皇民と共に、

殉国報公の決意を新たにし、一意聖慮に副ひ奉らんことを誓ふ。……予は今日日

本聖公会の各位に誥げんとす。各自は須く全心全精を傾けて聖戦目的完遂のため

に熱禱を献げよ。また與へられたる地位に於て実践躬行、大政に翼賛せんことを

務めよ。」 『基督教週報』19421.12.26
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当時、大阪教区は張師を放置。ただひとり安倍 騰（のぼる）長老（大阪

聖パウロ教会）が付近の道を太鼓を叩いて回り励ました、という。

1942年 礼拝・集会禁止

教会閉鎖

1945年8月15日

日本敗戦、朝鮮光復

1954年 張師､自宅を開放し

教会活動を再開

1956年 司祭按手

1966年11月4日 逝去
大阪聖愛教会前での司祭姿（前列右から4人目）
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1992年再建

聖ガブリエル教会

こひつじ乳児保育園

聖公会生野センター



日本聖公会の戦争責任とその告白──それに至る経緯

1983 日本聖公会総会 祈祷書における「天皇のための祈り」等を削除する議案 否決

1984 第1回日韓聖公会宣教セミナー（ソウル）→聖ガブリエル教会に注視

1985 日韓協働委員会発足 第2回日韓宣教セミナー（大阪）

1986 日本聖公会総会「天皇のための祈り」等を削除する議案 可決

1988 冊子『天皇の代替りにそなえて』発行（1989 天皇代替わり）

1993 第3回社会正義に関わる委員会合同協議会

1994 第4回社会正義に関わる委員会合同協議会

1995 ‘95日本聖公会宣教協議会

1996 日本聖公会第49（定期）総会「日本聖公会の戦争責任に関する宣言」決議

〇この過程において聖ガブリエル教会の存在は大きかった
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1997 大阪教区宣教協議会

咸仁公さん（聖ガブリエル教会）の発言

私の生きている間には、おそらく実現はないでしょうが、日本の社会変

革され、単一民族国家なる幻想を日本人が捨て、 自分の国家の責任から

生まれた「在日」の存在をそのまま自国に受け入れるように働きかける

ことも必要なのだと思います。「在日」 自身も、そういった意味で、隠

さずに生きることが自身の解放の第一歩になるんだと思っています。 せ

めて、神様の前ではそうしましょう。 日本国籍をあらたに取得された

方々も、やみくもに日本人になろうとするのではなく、新しい「日本国

籍者」 として 「在日」 文化を堂々と打ち出せばいいと思います。
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張準相牧師追悼礼拝

2006年12月12日
聖ガブリエル教会にて

説教・金根祥司祭
(大韓聖公会ソウル教区)

聖公会生野センター
『ウルリム』第42号
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張聖子さんの要望により

吉村大次郎司祭逝去記念式

と墓参（奈良基督教会墓地）2019.8.22



張準相司祭は今、わたしたちに何を語りかけるか

ヘブライ人への手紙第13章

「1 兄弟としていつも愛し合いなさい。……3自分も

一緒に捕らわれているつもりで、牢に捕らわれている

人たちを思いやり、また、自分も体を持って生きてい

るのですから、虐待されている人たちのことを思いや

りなさい。」

排外主義の高まる今こそ、歴史に学びそれを生かそう
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